
未来をつくる こどもまんなかアワード【未来へつなぐ『応援団』部門】

～内閣総理大臣表彰～

一般社団法人 ケアラーアクションネットワーク協会
（所在地：東京都中央区）

〇 ヤングケアラーを対象としたピアサポート活動(居場所支援)、教材制作・人材育成事業、
啓発活動を行っている。

〇 ヤングケアラーに対する理解を深め、支援に繋げるためには、ヤングケアラーの社会的認知
度を向上させることが重要であることから、啓発短編映画（「陽菜のせかい」）の制作・公開、
ヤングケアラーの気持ちを反映させた啓発ハンドブックの作成、全国規模「学校におけるヤン
グケアラーへの対応と支援を考えるシンポジウム」等を主催する等、社会へ広く効果的に訴え
かけるための取組を行っている。

※ 具体的な活動状況： 啓発短編映画(常時:You Tube配信）、そのほか、交流会、
人材育成事業(研修、講座）等

※ お問合せ： support@careraction.com

活動の概要

被表彰候補者の概要

ヤングケアラー交流会の様子 ヤングケアラー啓発短編映画 ヤングケアラー啓発ハンドブック

代表者 持田恭子

構成員 ３人

設立年月 平成25年12月

表彰対象活動期間 ９年11か月
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未来をつくる こどもまんなかアワード【未来へつなぐ『応援団』部門】

～内閣府特命担当大臣表彰①～

にいがた摂食嚥下障害サポート研究会
（所在地：新潟県新潟市）

〇 摂食嚥下障害のあるこどもやその家族が共に楽しむことができるレストランはほとんどないとこ
ろ、同研究会では、摂食嚥下障害児及びその家族に、外食を楽しむ機会である、「ばりあ
ふりーお食事会」を開催している。

○ 上記のお食事会は、調理師、介護食品及び介護用品等の企業、摂食嚥下障害のエキ
スパートである医師、歯科医師等の医療従事者、特別支援学校教諭、摂食嚥下障害児
及びその家族が連携することにより実現している。

〇 また、講演会の開催等により、医療従事者等に対する摂食嚥下障害に関する情報提供、
摂食嚥下障害者等に携わる医療従事者や介護従事者の人材育成を行っている。

※ 具体的な活動状況：ばりあふりーお食事会、にいがた摂食嚥下障害サポート研究会 講演会

活動の概要

ばりあふりーお食事会の様子 にいがた摂食嚥下障害サポート研究会
講演会の様子

にいがた摂食嚥下障害
サポート研究会HP

被表彰候補者の概要

代表者 井上 誠

構成員 286人

設立年月 平成21年６月

表彰対象活動期間 12年５か月
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未来をつくる こどもまんなかアワード【未来へつなぐ『応援団』部門】

～内閣府特命担当大臣表彰②～

名護市学習支援教室ぴゅあ
（所在地：沖縄県名護市）

〇 生活保護世帯及び生活困窮世帯の中学生を対象に、名桜大学生が大学の教室で学
習支援活動を行うほか、地元中学校に出向いて学習支援を行うアウトリーチ的支援も２
校に拡大するなど、学習機会へのアクセスの改善に尽力している。

〇 行政と大学の協力体制の下、中学生は、市が手配する大学発着の巡回バスで通学し、
大学の教室で支援を受けるため、大学キャンパスを体験することができ、普段接点のない
大学生との交流も刺激となり、学習意欲等を喚起されているほか、学校や家庭以外での
居場所にもなっている。支援を受けた生徒の高校進学率はほぼ100パーセントという。

〇 また、大学生にとっても、将来教職員を目指す学生がボランティアとして参加する機会に
なっており、将来の担い手づくりとしての好循環となっている。

※ 具体的な活動状況：（学習支援活動）週４回、2時間、無料等

活動の概要

学習支援の様子 学習支援の様子
名桜大学HPにて掲載

被表彰候補者の概要

代表者 嘉納英明

構成員 53人

設立年月 平成25年５月

表彰対象活動期間 10年７か月
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